
















年 7 月に施行され、群馬県においても６市 3 町において計画中である（注 3）。また、中心
市街地活性化関係府省庁連絡協議会（注４）が設置され、活性化しようとする町を支援す
るために腰を上げた。縦割り組織といわれる官公庁には珍しく、組織母体は 1 府 6 省１庁
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の商店街のある場所は、古代から存在し、江戸時代からの町並みであることが判明した。









  ストリート・ストーリーが完成した頃、昭和という身近な過去に気づいた。歴史や伝 
統が古い時代しかないという思い込みを拭い去ってみると、この町はあるがままの姿で 
昭和の博物館ではないかということに思いいたったのだ。「古い」、「汚い」、「不便」だと 
誰もが思っていた町が実は大変なお宝であることを発見した。調査の結果、301 軒の 60 
～70 パーセントは、昭和 30 年代以前に建設されていた。高度経済成長期に看板建築に 
よって化粧をしているだけであって、それを取り除けば昭和 30 年代の姿がそのまま蘇る 
ということが判明した。そのなかで、修景が可能でかつ効果の大きい建物 75 軒が選出さ 
れた。 
9 年間プランニングに要したが、試行錯誤の末、修景候補 75 軒の店舗のうち、平成 13
年 9 月７軒の店がオープンした。そして 1 年後の平成 14 年９月には、新たに 10 軒がオ
ープンし合計 17 軒となった。平成 14 年 10 月には昭和ロマン蔵がオープンし、これで一
気に全国ブランド化した。昭和ロマン蔵の中には、日本一の駄菓子屋おもちゃコレクタ
ー小宮裕宣氏のコレクションのうち 3 万点から 5 万点が展示されている駄菓子屋の夢博
物館をはじめ、昭和 30 年代の思いで展示物が収蔵、展示されている。 
現在では、町に月 1 万人から 2 万人の観光客が日本全国から押し寄せている。多くは、





5 名、男性 1 名）の市民が登録して活動している。主婦を中心としたこの町に長く住ん
でいる市民の参画である。30 分コースと 1 時間コースがあり、観光バスなど団体客から
の要請があると町を案内している。この案内人制度は、現在無料で行っているが、将来







































昭和 45 年頃まで、１キロ弱の商店街に 20 軒もの映画館・演芸場が並び「神戸庶民の






















コーディネートを担当している。5 月に実施した音楽祭では 150 ものバンドが参加出演
した。 
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  たしかに、新開地の中心部分は、きれいになり蘇ったが、まだまだ新開地全体からす 
れば、四分の一程度である。細い通りに入ると、そこにはまだまだ、暗い、汚い・危い 









































16 年には、2000 人の見学者があり、この見学料だけでも年間 600 万円の収入となった。






たとえば平成 15 年 9 月に訪れた青森県柏中学はりんごを持ってきた。青森の町とＪＡは
子供たちに産物であるりんごを無料で提供したため、中学生たちは無料でりんごを仕入
れることができた。そしてこのりんごを早稲田の町で販売し自分たちのふるさとのＰＲ
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イタリアには、パッセジャータ（注 11）という言葉がある。パッセジャータは、夕方一



















  平成 10 年５月 27 日成立、５月 29 日公布（号外 106 号）、11 月 20 日施行  
 地域の実情に的確に対応したまちづくりや、市街化調整区域における郊外型住   
 宅の建設促進、都市計画における地方分権の推進を図るための所要の改正  
②大規模小売店舗立地法 
  平成 10 年５月 27 日成立、６月３日公布（号外 109 号）、平成 12 年 6 月 1 日施行  
 地域の生活環境の保持のための、大規模小売店舗の設置者の配慮事項等に関す  
 る指針の制定、大規模小売店舗の新増設に関する届出、説明会の開催等の新増 
 設者への義務づけ  
③中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推進に関する法律  
   平成 10 年５月 27 日成立、６月３日公布（号外 109 号）、７月 24 日施行 





る。』とある。 基本計画を提出した自治体は、平成 16 年 7 月 2 日現在で 606 市区町村（690
Mar.2007 地域活性化成功事例の研究 13
地区）にのぼる。 
３）群馬県では平成 19 年 2 月末日現在、沼田市、前橋市、高崎市、伊勢崎市、富岡市、太
田市の６市と鬼石町、松井田町、境町の 3 町が基本計画を提出している。 
自治体名 対象面積  提出日        担当組織  
沼田市       10ha  平成 11 年 1 月 8 日   都市整備課 
前橋市      242ha  平成 12 年 4 月 24 日 商業観光課 
高崎市    245ha  平成 12 年 5 月 9 日  商工政策室 
伊勢崎市    137ha  平成 14 年 7 月 5 日  都市開発課 
富岡市      52ha  平成 15 年 3 月 17 日 富岡中央町づくり推進室 
太田市     203ha  平成 15 年 6 月 18 日 市街地推進室 
鬼石町   115ha  平成 14 年 9 月 20 日 政策推進室 
松井田町    124ha  平成 16 年 5 月 18 日 商工観光課 
境町        114ha  平成 16 年 12 月 24 日 産業振興課 
４）中心市街地活性化関係府省庁連絡協議会 窓口 
経済産業省   商務情報政策局流通産業課 
               経済産業政策局産業施設課 
                  中小企業庁商業課 
国土交通省    都市・地域整備局まちづくり推進課 
         総合政策局交通計画課 
                 北海道局地政課 
総務省         自治行政局地域振興課 
        情報通信政策局地域通信振興課 
農林水産省    総合食料局流通課 
警察庁         交通局交通規制課 
文部科学省   生涯学習政策局政策課地域政策室 
厚生労働省   政策統括官付労働政策担当参事官室 
内閣府         沖縄振興局総務課 
５）『基本計画策定市区町村の現状・取り組み事例』、中心市街地活性化推進室、平成 15 年 
7 月 
『ベンチャー全国大会報告要旨集－地域再生とベンチャーパワー』、日本ベンチャー学




７）研究を開始した平成 15 年の時点では、報告事例の多くは計画を開始した段階であり、 
 成功事例として扱われていても、実際に調査を進めると、多くは実体の伴わないもので 
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あった。現地調査の結果確かに成功しているという実感を得た例が 6 例あったが、成功 
要因の類別により典型的な 3 例を本稿で扱うこととした。 
８）『平成 13 年度中心市街地空き店舗対策事業報告書』、豊後高田商工会議所、平成 15 年 
3 月 
９）新開地ホームページ http://www.shinkaichi.or.jp/aboutus/index.html を参照した 
10）インタビューの後、安井潤一郎氏は、平成 17 年 8 月の衆議院選挙で自民党より立候 
補して当選、現在は衆議院議員。 
11）陣内秀信、『イタリア小さなまちの底力』、講談社プラスアルファ文庫、平成 18 年 








Many shopping streets that used to be the centers for the community e.g. for shopping 
and entertainment have become ghost towns. People have come to avoid downtowns 
with their few parking lots since the arrival of the motorized society. The reason for 
this is because the flow of shoppers has moved to the suburbs and out-of-town 
shopping centers. The government enforced three citizen-based town planning laws in 
July, 1998 and started to support town reactivation.    
This paper discusses success factors by investigating three successful examples of the 
local activation of under-used shopping centers in Japan. Research fields are  
Showa-no-machi, Bungo-takada-city, Shinkaichi, Kobe-city and Waseda, Tokyo. 
Results show not only tangible assets such as buildings and structures but also 
intangible assets, such as Non Profit Organization and citizen participation seem to be 
effective.  By investigating these three places, the existence of leaders or so-called 
key persons appears to be an essential factor. 
It has been found that the backgrounds of the people who played key roles are various, 
their passion for loving and activation of the town and their enthusiastic activities are 
common to all three places. It also has been shown, moreover, that the never-give-up 
spirit is the point common to the central figures. Finally, this paper suggests that 
educational institutions should carry a role to develop and produce the leaders who 
hold the passion for towns and the never-give-up spirit. 
